
◆アンケート回答数：105件

Q1．御社にとって、DE&I推進の目的は、どれでしょうか（複数選択）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

わからない 1

その他 2

新商品・新サービスの開発 11

顧客満足度の向上や顧客ニーズへの対応 13

業績の向上 17

グローバルなビジネス展開 23

社会の変化・法改正に関するコンプライアンス強化 28

CSRの取り組み強化 29

生産性の向上 33

企業イメージの向上 37

多様化する市場への対応 43

ワークライフバランスの推進 52

イノベーションの創出 61

企業風土や企業文化の変革 63

多様化する価値観の受容 63

従業員エンゲージメントの向上 63

人材の確保・定着 64

働きやすい職場づくり 67 その他：推進していない

企業の持続的な成長 87 　　　　法遵守、政府指針の後追い

Q2．御社のDE&Iの方針は、経営戦略や課題と連動していますか Q3．昨今の「人的資本経営」の動きは、

　 　　　　　　　　　御社のDE&I推進に影響を与えていますか

経営戦略・課題と

連動している
41

良い影響（追い風）

となっている 64

どちらかと言えば

連動している
43 特に影響はない

24

どちらかと言えば

連動していない
8

悪い影響（逆風）

となっている 1

経営戦略・課題とは

連動していない
4 その他

2

その他 2 わからない 14

わからない 7

その他：経営戦略が無い その他：ほぼない

　　　　方針には追い風、対応作業面では逆風の両面。

Q4．御社のダイバーシティ推進組織は、どうなっていますか Q5．御社でのダイバーシティ関連の活動の“呼称”は、

　 　　　　　　　　　　　　　　以下のどれに最も近いでしょうか

人事部門内に

設置している
52 ダイバーシティ推進

20

サスティナビリティ推進部門内に

設定している
10

ダイバーシティ

＆インクルージョン（D＆I） 24

上記部門とは別の独立した組織を

設置している
19

ダイバーシティ、エクイティ

＆インクルージョン（DE＆I、

DEI） 44

特に専門の組織は

設置していない
21

ダイバーシティ、エクイティ、

インクルージョン＆ビロンギング

（DEI＆B、DEIB） 2

その他 3
その都度

使い分けている 3

わからない 0 特に決まっていない 8

その他 4

その他：ワーキンググループ わからない 0

　　　　人事部内に何も機能は無く、 その他：何も無い

　　　　　　社内にもワーキンググループ等は存在しない 　　　　ダイバーシティ＆イノベーション・女性活躍推進
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生産性の向上

企業イメージの向上

多様化する市場への対応

ワークライフバランスの推進

イノベーションの創出
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企業の持続的な成長

件

その他：推進していない

法遵守、政府指針の後追い

経営戦略・課題と

連動している

39%

どちらかと言えば

連動している

41%

どちらかと言えば

連動していない

7%

経営戦略・課題とは

連動していない

4%

その他

2%

わからない

7%

その他：経営戦略がない・方針は特にない

人事部門内に

設置している

50%

サスティナビリティ推進部門内に

設定している

9%

上記部門とは別の独立した組織を

設置している

18%

特に専門の組織は

設置していない

20%

その他

3%

その他：ワーキンググループ

社会貢献活動推進部門内に設定

人事部内に何も機能は無く、社内にも

ワーキンググループ等は存在しない

ダイバーシティ推進

19%

ダイバーシティ

＆インクルージョン（D＆I）

23%

ダイバーシティ、エクイティ

＆インクルージョン（DE＆I、DEI）

42%

ダイバーシティ、エクイティ、

インクルージョン＆ビロンギング

（DEI＆B、DEIB）

2%

その都度

使い分けている

3%

特に決まっていない

7%

その他

4%

その他：何も無い

ダイバーシティ＆イノベーション

女性活躍推進・女性活躍推進に限定

良い影響（追い風）

となっている

61%

特に影響はない

23%

悪い影響（逆風）

となっている

1%

その他

2%

わからない

13%

その他：ほぼない

方針には追い風、対応作業面では逆風の両面
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Q6．御社でのDE&Iは、どのようなアプローチで推進していますか

トップダウンが中心

（経営戦略にもとづ

く、

あるべき姿に向けた

経営トップ主導の

取り組み）

21

ボトムアップが中心

（多様な人材が活躍

できる

組織づくりに向け

た、

従業員主導の取り組

み）

26

トップダウンとボト

ムアップの

両方

50

その他 2

わからない 6

Q7．御社では現在、DE&I推進に関するどのようなテーマに取り組んでいますか（複数選択）

わからない 1

その他 2

世代間ギャップの解消（エイジ・ダイバーシティ） 16

人種・国籍・宗教・文化への理解・差別解消 26

アイデア・考え方・価値観の共有や個性の尊重 34

シニア活躍 35

経営層・管理職層の多様性確保 41

LGBTQ＋の理解・支援 59

障がい者雇用 68

多様な働き方・ワークスタイル 78

出産・育児・介護・治療等と仕事の両立支援 80

男性の育児・家事参画や育休取得促進 83

女性活躍・男女機会均等 94

その他：心理的安全な組織づくり

　　　　キャリア自律（個々人のビジョンに沿ったキャリア開発）

Q8．御社ではDE&Iを推進する上で、現在および今後どのような活動を重視しますか（複数選択）

わからない 2

その他 1

労働市場・資本市場への情報開示や発信 15

DE&I推進体制の確立 22

ボトムアップによる活動の活性化 25

多様な人材を公正に評価・処遇する仕組み 32

多様な働き方を可能にする制度や仕組みの導入・活用 43

多様な人材の採用 44

社員間のコミュニケーションの活性化 47

経営層の積極的関与 47

Equity（公平）やBelonging（所属意識・帰属意識）の理解浸透48

従業員の多様性を活かせるリーダーの育成やダイバーシティマネジメント63

多様で自律的なキャリアの実現と支援 66

多様な価値観を受け入れ、多様性を活かす組織風土づくり 88

その他：組織カルチャーの大幅な改革

トップダウンが中心

（経営戦略にもとづく、

あるべき姿に向けた

経営トップ主導の

取り組み）

20%

ボトムアップが中心

（多様な人材が活躍できる

組織づくりに向けた、

従業員主導の取り組み）

25%

トップダウンとボトムアップの

両方

47%

その他

2%

わからない

6%

その他：何も無い

推進されていない
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シニア活躍

経営層・管理職層の多様性確保

LGBTQ＋の理解・支援

障がい者雇用

多様な働き方・ワークスタイル

出産・育児・介護・治療等と仕事の両立支援

男性の育児・家事参画や育休取得促進

女性活躍・男女機会均等

件

その他：心理的安全な組織づくり

キャリア自律（個々人のビジョンに沿ったキャリア開発）
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Equity（公平）やBelonging（所属意識・帰属意識）の理解浸透

従業員の多様性を活かせるリーダーの育成やダイバーシティマネジメント

多様で自律的なキャリアの実現と支援
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その他：組織カルチャーの大幅な改革

件
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Q9．DE&I推進に関して知りたい情報や課題・ご意見等がありましたら、ご記入ください（自由記述）

・昭和的価値観を持ったワンマン経営者の元、どのようにDE＆Iを進める事が出来るのかを知りたい

・DE&Iを推進すること自体を仕事の成果とするのではなく、結果としてどう経営やビジネスにインパクトがあるのか、 

　どのようにＫＰＩを設定すれば良いのかを知りたいです。

・E（エクイティ）の具体的な施策事例を知りたいです。

・D&IからDE&Iへ取り組むタイミングやDE&Iの取り組み事例を知る機会があると大変ありがたいです。

・障がい者雇用に関して、特例子会社を設けずに取り組んでおられる（三井化学さんのような）企業の実態や手法について

　（メリットやデメリット（困難な点））も含めてお伺いしたいです。

・ダイバーシティが進みやすい人事制度、組織のあり方 ・女性活躍先進国の企業の取り組み

　（特に製造業や建設業など日本において女性活躍の歩みが遅い会社の取り組み）

・日本では女性活躍が進んでいない製造業や建設業などの海外企業の進んでいる事例の紹介 ・組織のダイバーシティを後押しする人事制度

・先進企業では、トップの意志で強力に推進している例が多いが、当社ではまだまだ「女性活躍」のみにとどまった考えが多く、

　積極的に巻き込んで推進していくための伝え方の工夫、推進の仕組みなどが必要。苦労して上を巻き込んで成功した事例があればご共有いただきたい。

・各社様におけるエクイティ施策の具体的な取組実例 ・意思決定層、管理職における女性登用推進の事例 

・世代間ギャップの取り組みに力を入れていきたが、具体策がみつからない。

・会社としてどのように方針をつくり従業員に示せばよいか、プロセスや考え方など

・D&Iを推進しておりますが、それを実現するうえでのEquityの重要性の理解が進んでいないのでどのように腹落ちしてもらえるのか有効な方法を知りたい。

・課題：エクイティの理解浸透
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